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私が明治大学に着任した時の教職課程の主任は別府先生でした。着任当初，右も左も分から
ぬ私営よく食事や飲み会に誘って下さり，そのたびにご馳走になりました。特にやぶ仙」
は文学部にとっては重要な(? )お庖であり，そこでの会合は文学部の先生方と知り合うよい
機会にもなりました。
思い出深いのは，納谷元学長が最初の学長選挙に立候補される際に，その応援のための場が
「やぶ仙」でもたれた時のことです。その時に声をかけて下さったのも別府先生であったよう
に記憶しています。まだ，明治に着任して聞もなかった私は，学長選挙に立候補されるような
大人物とざっくばらんにお話しできる場に同席し，非常に感激しました。別府先生の明治大学
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に対する熱い想いがあればこそ，そうした場に参加できたのだろうと思います。
2006年5月から 2008年 5月にかけて，明治大学で全国私立大学教職課程研究連絡協議会(全
私教協)の事務局を引き受けることになりました。別府先生が事務局長を務められ，当時，資
格課程事務長だった平良氏が事務局員になりました。私は別府先生に「事務局次長になっても
らえないか」と芦をかけられました。 r平良事務長が事務的な面を全部やってくれるので，当
日，出席してくれればよU、からJというようなお話しだったので，どういう組織かよくわかっ
ていなかったのですが，事務局次長をお引き受けすることとなりました。
その時の事務局には薫要なミッションがありました。「会則改定Jへの対応です。なかでも，
「短大加盟問題」と「代議員会の廃止，理事会の設置」については，いずれも全私教協が今後，
組織的に活動していく上でクリアしなければならない重要な課題でした。全私教協には北海道
から九州までの各地区があり，各地区はそれぞれの地区の状況に合わせて独自の活動を展開し
ています。全私教協は各地区の活動を統括している組織ではなく，いわば各地区の教職課程研
究連絡協議会のゆるやかな連合体という位置づけの組織でした。教員養成に対する熱い想いを
持った論客の先生方が各地区に多数おられたこともあり，この二つのミッションを遂行するこ
とには大きな困難が予想されました。
2007年 5月の総会は宮城の東北福祉大学で行われ短大加盟問題」を中心に扱いました。
総会は案の定，紛糾しました。我々は，意志決定を票決にゆだねることとしs 無事，過半数を
獲得して，一つ目の「短大加盟問題Jをクリアしました。その時，事務局長として論客陣から
矢のような質問を浴びつつ，また，怒号に近い反対意見に対応しつつ，最後まで総会の進行を
務められた別府先生のお姿をよく覚えております。
2008年 5月の総会は京都の大谷大学で行われました。前年に大きな課題をクリアしていた
こともあってか，この時はずいぶんスムーズに承認を得ることができました。総会の期間中，
事務局はじめ，各地区の先生方と毎晩，鴨川沿いの川床に繰り出し，酒を酌み交わしました。
別府先生にお声をかけていただき，大きな組織の運営にかかわれたこと，そして，何よりも，
教員養成に対して熱い想いを持った人たちと語らう機会を持てたことが大きな財産となりまし
た。
別府先生の明治大学と教員養成に対する熱い想いを忘れずに，今後も，明治の教職課程を充
実させていきたいと思っております。
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